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<論 説>
Moodleを利用したプログラミング教育の報告
五月女 仁 子
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はじめに
文系学生に対して行われるプログラミング教育は,今まで主に行われていた理工系学部の学生
に対するものと同じでは難しい｡文系学生のプログラミング教育には,反復学習が良いといわれ
るが,週 1時限の講義時間内にその時間を確保することは厳しい状況にある｡今回,オープン
ソースで教育管理システムとして知られるMoodleを利用して講義時間外の反復学習と講義資料
のダウンロード,学生からの質問の公開を行い,講義時間外での教育支援を実施した｡
1.プログラミングの講義
1-1 対象学生
筆者は現在神奈川大学経済学部で,コンピュータ演習Ⅴ･Ⅵでプログラミングの講義を担当す
る｡この科目は,インテンシブプログラムの一環であり,コンピュータの知識がある程度ある学
生を対象に行われているものである｡コンピュータ演習Ⅴは3年次前期,コンピュータ演習Ⅵ
は3年次後期で開講される｡今回Moodleを利用した講義は3年次前期に実施されるコンピュー
タ演習Vの講義である｡
1-2 コンピュータ環境
コンピュータ演習ⅤではExcelベースでのVBA (VisualBasicforApplication),コンピュータ
演習ⅥではVisualBasicを行っている (表 1)｡
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表 1 プログラミング言語とバージョン
プログラミング言語 ヽヾバ-ノヨン
ExCelVBA +Microso什0位ぐe3007EX仕1
VisualBasic MicrosoftVisualStudio2010
1-3 プログラミング言語採用理由
2つの言語を採用した理由は,下記のとおりである｡
(1)経済情報処理ⅠでExcelを履修している
1年次に開講される経済情報処理Ⅰ･Iを受講している学生が多く,経済情報処理IではExI
celを学習しているoそのため,Excelを利用しやすくするためにVBAを使うのだという考え方
を比較的受け入れやすい｡
(2)学生のニーズ
プログラマーやSE (システム ･エンジニア)になる学生は少なく,周りの人より少し,コン
ピュータのことがわかる人材を目指している｡就職した後も,自分自身の仕事を効率よくすすめ
るためであったり,他の人の要望を聞いて簡単なツールなどを作成することができる技量を目標
とする学生が多い｡
(3)比較的簡単である
VBAもⅥsualBasicも教育用の言語とされたBasic言語を起源に持つ｡そのため,他の言語に
比べて比較的わかりやすい言語である｡また,開発環境の1つであるRAD (Rapid Application
Development)を採用しているため,Windowsフォームも部品をあてはめるだけで簡単にできる
(図1)0
図 1 VB
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(4)エラーがわかりやすい
コンパイルしてはじめてエラーがわかる他のプログラム言語と違い,VBAではプログラム作
成中に下記のようにエラーが表示され (図2),ⅥsualBasicではプログラム作成時点で下部にエ
ラーが表記されるので,プログラム初心者でもエラーに気づきやすいし,またそのエラーを取り
やすい (図3)｡ プログラム作成中,その後利用できるメニューが表示されるので,入力ミスが
少なくて済む (図4)｡また,対応する命令,例えば,If 条件式でEnterキーを押せばnen
Endlfがセットで表示されるので,対応するEndlfを忘れるというミスは少ない｡
図2 VBAエラーメッセージ
図3 VBエラーメッセージ
図4 プルダウンのメニュ 画ー面
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2.プログラミング教育への取り組み
2-1 これまでの取り組み
(1)教材の工夫
①Graphics機能の取り入れ
教材にGraphics機能を取 り入
れ,見た目にも興味を持てるよう
な教材を選んだ (図5)｡
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②実践的例題
学生へ行ったアンケートでは,｢文法やアルゴリズムに焦点を絞った講義ではなく,それがど
こで使われるのかを示してほしい｣という要望が多かった｡そのため,実践的なプログラムを示
し,実際に使われている例を示すように工夫した (図6)｡
図6 マークシート採点プログラム
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③アルゴリズムの問題
アルゴリズムの説明は,必要不可欠のもののみ実施するにとどめた｡
(2)出席システムの構築 ･運用
欠席すると講義についていけなく,リタイヤしてしまう学生が多い｡そこで出席システムを構
築運用して (図7),学生に出席した時間を表示するようにした｡はじめは出席機能だけであっ
たが,学生からの要望も取り入れ,講義資料をアップする機能,連絡事項の掲載機能,アンケー
ト機能などの機能を増やしてきた｡
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図7 出席システム (学生画面)
ログイン
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出席ボタン
出席したことを登録します○下のボタンを押してくだ乱 ○ヽ
2-2 反復学習
プログラミングを学習するには反復学習が有効といわれる｡これは,プログラムを作成する際
に,熟達者なら頻繁に入力する常套句とそれに伴う適用すべき状況を,初心者にも反復学習を通
じて習得させようというものであり,講義と実習の間に反復学習を入れようというものである｡
反復学習には,次のものが良いといわれる｡
●難易度を低く
●実際に手を動かす作業を重視する
●プログラムを読む練習を含む
●知識の定着を図る
確かに,文法を習った後,すぐに実践的な課題に挑戦するのは,ギャップがありすぎる｡｢文
法などの説明一反復学習-実践課題を解く｣とワンクッションを置くことにより,知識の確認と
定着が期待できる｡ しかし,週1限の講義の中では,講義時間内に反復する時間をとることは難
しい｡
3.Moodleとは
Moodleとは,オース トラリア ･パースにあるカーティン工科大学に在籍 していたMartin
Dougiamas氏が開発したコース管理システム (CourseManagementSystem;CMS)である (図
8)｡ネットワークを利用した教育システムをe-Learningといい,遠隔教育が代表的だが,コー
ス管理システムの場合は,講義資料の配布,小テスト機能,連絡機能など,もっと身近な利用が
考えられる｡また,Moodleはオープンソースソフトで,GNUGeneralPublicucenseに基づい
て自由に配布される｡ プログラムのソースコードが公開されていることにより,利用環境に合わ
せて改良や拡張が可能である｡
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図8 Moodle画面
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4.Moodleを利用した理由
商用のものも考えれば,e-Learningを利用した教育支援をするためのLMS(Leaming Man-
agementSystem)はたくさんあるが,Moodleを利用した理由は以下のとおりである｡
①フリーソフトであること
上記の特徴と重複するが,フリーソフトのため無料で使用できる｡
(彰オープンソースソフトであること
これも上記の特徴と重複するが,ソースコードが公開されているため,この講義,このクラス
に合わせてカスタマイズしやすい｡
(彰出席システムとの併用性
Moodleは,PHP(Hypertext Preprocessor)という言語によって作成されていて,PHPが動
作する環境であれば,OSに依存することなく利用することが可能である｡先に構築している出
席システムがPHPで作成されているため,そのシステムとともに併用できる｡
④講義時間外での反復学習の可能性
Webを通して,小テスト機能などの確認問題が講義時間外でも実施でき,学生にとって反復
学習が可能となる｡
(9講義資料のダウンロードや質問とそれに対する回答を学生と教員で共有できること
休んだ場合や,復習したい時などに講義資料を時間外でもダウンロードできること,教員と学
生のコミュニケーションを可能とし,質問とそれに対する回答などを教員と学生間で共有でき
(む多くの事例がある
多くの大学で採用されていることから,たくさんの事例が報告され,いろいろなケースに対応
できる可能性が高い｡
5.学生への事前アンケート
Moodleを利用するに当たり,先に作成した出席システムでも同様だったが,Web上にアップ
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された講義資料をダウンロードして使うことに抵抗がある学生が多かったため,事前に受け入れ
られるものかどうかアンケートを行った｡結果は下記のとおりである｡Web上で問題を解くこ
とに対して,ほぼ全員が ｢問題ない｣か ｢少し練習が必要｣という回答だった｡講義内容や資料
をWeb上に掲載すること,文法などのまとめや章ごとの確認問題の掲載の希望が高かった｡
①web上で問題を解くことについて (表2)
表2 アンケート1
回 答 %
軍 …問題な い lぺT.fi
イ 少し練習が必要 32.4
(参就職活動などで欠席しなければならない時も今後出てくるため,その対策として講義内容や講
義での配布物,課題,課題の解答を今後Webに掲載することについて (表3)
表3 アンケート2
回 答 %
ア Wtblに掲載してほしい 7乳建
イ 次の講義で配布物をもらうだけでいい 14.7
③課題または講義でわからない箇所の質問があった場合,質問の内容と答えをWeb上にアップ
することについて (氏名や出席番号は掲載しない)(表4)
表4 アンケート3
回 答 %
ア Webで掲載 し て ほ しい ･5鼠8
イ 紙に印刷して配布してほしい 8.8
ウ webと紙両方してほしい :-3乳逢
④この他のWebの利用について (複数回答可)(表5)
表5 アンケート4
回 答 %
･ア ~…+文法のまとめを 掲 載する 5-6._1
イ 章ごとの確認問題を掲載する 43.9
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6.Moodleの利用
実際に運用したMoodleの画面は以下のようなものである (図9)｡
図9実際に運用したMoodleの画面
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(1)講義外の反復学習として
Moodleにある小テス ト機能 (図10)の中の穴埋め問題 (図11)を利用 し,章ごとの確認問
題としてプログラミングの穴埋め問題を行った｡
図10 小テスト機舵
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図11 穴埋め問題
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1回目は紙ベースで実施し,2-9回目の確認問題をMoodleを利用して行った｡初めのうち
は講義内に実施し,慣れたところで,期間を決めて講義外に挑戦してもらった｡また,学生が蹟き
やすい箇所では,講義時間内に実施し,満点にならなかった学生のみ宿題とした場合もあった｡
1つの確認問題には小間が2-3題あり/.その小間には7-15ヶ所の穴埋めがある｡点数は各
確認問題について10点満点とする｡
時間と受験回数が設定できるため,時間は20-25分,受験回数は4回に設定した｡受験回数
が多くなるとペナルティを付けることもできるが,今回は反復学習が意図なのでこれは-切付け
なかった｡1回受験が終わり送信ボタンを押すと,正解は緑,不正解は赤と表示されるので,次
回は間違ったところを中心に考えることができる (図12)0
結果は,下記のように教員画面に表示される (図13)｡
図 12 穴埋め問題終了徳
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図13 採点結果の画面
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提出状況と平均点は下記のとおりである (表6)｡
表 6 提出状況と平均点
? ??
? ? ? ?
? ? ? ?ー ????
? ?
水曜 日クラス 木曜 日クラス
+人数 l - …~~太政 平均点 …
確認問題2 12 6.8 18 7.6
確認問題4 7 5.5 7 7.1
確認問窺5 7 . ･6サ…≡
確認問題6 7 9.7 10 8.2
2 6-i3一 17 7.2
確認問題8 14 7.4 18 9.0
途中に予告なく復習問題を実施した｡下記がその結果であるが,75%の学生が60点以上を
とっており,35% の学生が80点以上で,その効果が期待できた (表7)｡
表 7 復習問題結果
点 数 割合
80点未満 60点以上 40%
期末試験と確認問題の提出回数と,確認問題の平均点の関係は下記のとおりで (表8,9),堤
出回数の多い学生,平均点の高い学生の期末試験の点数が良いことがわかる｡この結果からも,
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一定の効果が期待できそうである｡
表8 確認問題の提出回数ごとの期末試験の平均点
回数 3 4 5 6 7 8 9
水 26=事0 3~9_.5 =63.7 66.0 74.0
木 47.5 45.0 39.0 57.3 56.0
水 89.0 86.0 64.8
表9 確認問題の平均点ごとの期末試験の平均点
平均 0.5-1.5 1.5-2.5 2.5-3.5 3.5-4.5 4.5-5.5
水 孝軌8 3鼠_O-
木 38.0 25.0 38.0
平均 5.5-6.5 -6.5-7,_5 7.5-8-_._5 8.5--凱二5 姦計5
水 68.6 77.0 100.0 63.8
(2)文法などのまとめを掲載
学生からの要望が高かった文法などのまとめを掲載し,学期末試験前の復習に利用してもらっ
た (図14)｡
図14 文法のまとめ
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(3)学生からの質問事項の掲載
学生からの質問事項とそれに対する回答を掲載した (図
15)｡
(4)講義資料 ･講義内容の掲載
講義内容を掲載し,板書で説明した事項も資料として掲
載し,配布した講義資料をダウンロー ドできるようにし
た｡ただ,講義資料については,次の講義に出席した際に
もらいに来たり,友人にもらっておいてもらう学生が多
かった｡
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7.結果と検討
今回Moodleを利用して,講義外での反復学習,文法などのまとめの掲載,連絡事項の掲載,
講義資料のダウンロード,質問事項を実施した｡
7-1 確認問題について
講義外での反復学習では,正解と不正解が1回の送信機能の実施でわかるため,2-3回挑戦
すると,正解にたどり着く学生が多かった｡宿題として強制しなければ自主的に挑戦する学生は
ほとんどいなかった｡宿題とした場合でも,次の講義まで1週間あり忘れてしまう学生がいた
り,他の学生の正解を見ながら答えだけを写す学生もいたため,特に学生が置きやすい箇所や特
に理解していてもらいたい箇所は,講義時間内に強制的に実施した｡実施している画面をのぞ
き,どこがわからないかを個別に指導することもあった｡
この確認問題を反復学習として有効に利用するためには,有効な問題を数多く作成することが
必要であるが,予想以上に問題作成に時間がかかってしまい,1つの確認問題について小間が2
-3題となってしまった｡そのため,複数の問題からランダムに数間を出して反復学習をする形
式を想定していたが,今回はこの形式はとれなかった｡もう少し,問題作成の時間を短縮する方
法が望まれる｡
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7-2 文法などのまとめの掲載
今回は文法のまとめをダウンロード形式で掲載したが,確認問題に多くの時間がとられ,普段
の講義資料と同じような形式になってしまった｡今後は学生の意見も聞きながら,Webページ
を作成したい｡
7-3 連絡事項 ･講義資料のダウンロード
講義資料のダウンロードの点については,ダウンロードしている学生もいたが,やはり休んだ
場合,取りに来る学生も多かった｡宿題などの情報も見ていない学生もいた｡初めは確認問題の
解答をWebからダウンロードする形式にしたが,ダウンロードをする学生が少なかったため,
紙ベースで配布を行い,講義中に解説を行うようにした｡もう少し,Webを見るように強制す
べきだったと思われる｡
7-4 質問事項
今回は学生からの質問事項をMoodle上にアップしたことで,同じ質問をされることは少な
かった｡ただ,Moodleの機能であるMoodle上に新情報が書き込まれた場合に,学生へメール
で知らせる機能は使用しなかった｡確認問題をやる際,または講義資料をダウンロードする際に
見てもらうにとどまった｡今後,後期は就職活動で出られない学生も多くなることと,講義内容
も難しくなることから,質問や講義内容,講義資料の掲載も多くなることが予想される｡メール
で知らせる機能を使用して,共有情報を増やしたい｡
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